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第
１
章　

虎
塚
古
墳
を
さ
ぐ
る

１　

壁
画
と
の
出
会
い

虎
塚
古
墳
の
壁
画
発
見

　
一
九
七
三
年
九
月
一
二
日
、
虎と

ら

塚づ
か

古
墳
の
石
室
入
口
の
閉へ

い

塞そ
く

石せ
き

が
一
四
◯
◯
年
ぶ
り
に
外
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
当
時
の
調
査
日
誌
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
午
前
一
◯
時
か
ら
石
室
開
扉
が
調
査
団
に
よ
っ
て
予
告
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
多
数
の
市
民
が
見
学
に
訪
れ

る
。
市
民
お
よ
び
報
道
関
係
者
の
見
守
る
中
で
、
午
前
一
◯
時
に
開
扉
作
業
に
入
る
。
扉
石
は
す
っ
ぽ
り
と
玄

門
に
納
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
作
業
は
思
う
よ
う
に
は
か
ど
ら
な
い
。

　
一
◯
時
五
◯
分
、
玄
門
開
く
。
先
頭
の
調
査
員
よ
り
「
壁
画
だ
！
」
の
第
一
声
。
大
塚
初は

つ

重し
げ

団
長
よ
り
、
つ

め
か
け
た
市
民
に
ま
ず
壁
画
発
見
の
報
告
が
あ
る
。
静
寂
は
東ひ

が
し
な
か
ね

中
根
台
地
に
大
き
な
ど
よ
め
き
と
拍
手
が
お
こ

る
。
壁
画
発
見
は
勝か

つ

田た

（
当
時
）
市
民
を
興
奮
の
る
つ
ぼ
と
化
し
、
見
学
者
の
列
あ
と
を
た
た
ず
。
現
場
は
、

図1 ●虎塚古墳の壁画
東日本を代表する装飾古墳。見学すると真っ先に
奥壁の2つの環状文が眼に入ってくる。
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扉
を
開
け
、
薄
暗
い
部
屋
に
案
内
さ
れ
る
。

　
電
気
が
消
さ
れ
る
と
、
目
の
前
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
、
鮮
や
か
な
赤
色
の
文
様
が
浮
か
び
あ
が
っ
た
。
一
瞬
に

し
て
、
そ
の
文
様
の
虜と

り
こと

な
っ
た
。
虎
塚
古
墳
の
壁
画
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
そ
の
出
会
い
が
私
の
人
生
を
決

め
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
現
在
私
は
、
そ
の
虎
塚
古
墳
の
す
ぐ
隣
、
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ

ー
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
虎
塚
古
墳
の
壁
画
の
謎
を
解
き
た
い
！
　
小
学
五
年
生
の
と
き
に
思
っ
た
目
標
だ
が
、
現
在
も
答
え
が
み
つ

け
ら
れ
ず
、
も
が
い
て
い
る
。
本
書
に
記
す
こ
と
は
、
そ
の
も
が
き
の
な
か
で
み
つ
け
た
答
え
の
断
片
で
あ
る
。

２　

虎
塚
古
墳
の
発
掘
調
査

発
掘
調
査
の
は
じ
ま
り

　
虎
塚
古
墳
は
、
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
、
太
平
洋
に
注
ぐ
那な

珂か

川が
わ

河
口
か
ら
直
線
距
離
で
約
四
キ
ロ
の
標
高

約
二
◯
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
あ
る
（
図
3
）。

　
虎
塚
古
墳
の
存
在
は
地
元
で
は
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
山
林
の
ま
ま
で
樹
木
が
繁
茂
し
て
い
た
た
め
、

古
墳
の
実
態
は
不
明
だ
っ
た
。

　
そ
れ
が
一
九
七
三
年
、
当
時
進
め
ら
れ
て
い
た
勝
田
市
（
那
珂
湊
市
と
合
併
し
て
、
現
・
ひ
た
ち
な
か
市
）

の
市
史
編
纂
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
域
の
古
墳
時
代
後
期
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
虎
塚
古
墳
を

発
掘
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
調
査
前
年
の
一
九
七
二
年
に
、
奈
良
県
明
日
香
村
で
高

か
な
り
の
興
奮
状
態
と
な
る
」

　
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
壁
画
の

発
見
だ
。
一
週
間
後
の
九
月
一
九

日
、
緊
急
の
現
地
説
明
会
が
開
催

さ
れ
、
約
一
万
二
千
人
の
見
学
者

が
訪
れ
た
。
見
学
者
の
な
か
に
私

は
い
な
か
っ
た
。
当
時
四
歳
で
は

し
か
た
が
な
い
。

壁
画
の
虜
に

　
壁
画
発
見
か
ら
七
年
後
の

一
九
八
◯
年
、
虎
塚
古
墳
を
目
指

し
て
祖
母
に
つ
れ
ら
れ
て
芋
畑
の

な
か
の
道
を
歩
い
て
い
く
小
学
五

年
生
の
私
が
い
た
。
虎
塚
古
墳
に

は
立
派
な
公
開
施
設
が
完
成
し
て

い
た
。
今
日
は
そ
の
一
般
公
開
日
。

銀
行
の
金
庫
の
よ
う
な
厚
い
鉄
の

図2 ●整備された現在の虎塚古墳
写真手前が前方部で、奥が石室のある後円部。
前方後円墳という墳丘がきれいに残っている。
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松
塚
古
墳
の
壁
画
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
壁
画
の
保
存
に
い
か
な
る
条

件
を
必
要
と
す
る
の
か
を
検
討
し
て
い
た
東
京
国
立
文
化
財
研
究

所
（
東
文
研
）
が
、
未
開
口
石
室
の
調
査
事
例
を
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
虎
塚
古
墳
が
そ
の
候
補
に
あ
が
り
、
未
開
口
石
室
の
温
度
や
湿

度
、
空
気
組
成
な
ど
の
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
も
目
的
と
な
っ
た
。

　
最
初
の
発
掘
調
査
は
一
九
七
三
年
八
月
一
六
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

ま
ず
墳
丘
を
お
お
っ
て
い
た
樹
木
を
伐
採
し
、
墳
丘
の
全
貌
を
一
望

で
き
る
状
態
に
し
た
。

　
測
量
の
結
果
、
墳
丘
の
全
長
五
六
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
・
五
メ

ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
墳
丘
に
葺ふ

き

石い
し

や

埴
輪
の
樹
立
は
な
い
こ
と
か
ら
、
古
墳
時
代
で
も
後
期
、
六
世
紀
末

以
降
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
た
。

　
測
量
調
査
が
終
了
し
た
八
月
二
二
日
か
ら
埋
葬
施
設
の
確
認
作
業

が
は
じ
ま
っ
た
。
後
円
部
南
側
の
ト
レ
ン
チ
調
査
で
横
穴
式
石
室
の

存
在
を
確
認
し
た
（
図
4
）。
入
口
と
な
る
羨せ

ん

道ど
う

部ぶ

に
は
、
人
頭
大

く
ら
い
の
石
が
閉
塞
の
た
め
に
積
ま
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
（
図
5
）。

　
こ
の
時
点
で
、
東
文
研
が
石
室
内
の
環
境
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
外
気
温
が
約
三
二
度
あ
る
の
に
対
し
、
石
室
内
は

図3 ●虎塚古墳と那珂川下流域の古墳
古墳は那珂川とその支流域、海岸部に多く分布する。

図4 ● 1973年の石室の調査風景
明治大学の学生が中心となって調査した。
写真中央奥に石室がある。

図5 ●羨道部に積まれた人頭大の石
奥に赤色に塗られた玄門の
上部がみえる。
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虎
塚
古
墳
の
周
溝
は
、
北
側
と
南
側
と
で
形
状
を
異
に
す
る
き
わ
め
て
類
例
の
少
な
い
形
だ
。
墳
丘
北
側
で

は
外
堤
が
ほ
ぼ
一
直
線
で
「
盾
形
」
な
の
に
対
し
て
、
墳
丘
南
側
で
は
外
堤
が
墳
丘
に
沿
っ
た
「
瓢
形
」
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
周
溝
内
に
二
カ
所
の
陸
橋
状
遺
構
を
も
つ
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
前
方
部
の
北
西
隅
と
墳
丘

南
側
の
く
び
れ
部
か
ら
や
や
前
方
部
に
寄
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
周
溝
を
含
め
た
主
軸
全
長
は
六
三
・
五
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

石
室

　
石
室
は
後
円
部
に
あ
る
（
図

8
）。
奥
壁
の
位
置
は
、
後
円

部
の
中
心
か
ら
南
に
約
四
メ
ー

ト
ル
の
と
こ
ろ
に
な
る
。
石
室

の
主
軸
は
北
か
ら
東
に
一
五
度

傾
い
て
お
り
、
開
口
部
は
南
南

西
の
方
角
に
な
る
。

　
横
か
ら
み
る
と
、
玄
室
の
天

井
石
の
内
側
が
後
円
部
墳
頂
部

よ
り
約
四
・
六
メ
ー
ト
ル
下
に

な
る
。
石
室
は
地
山
を
掘
り
下

一
五
度
、
湿
度
は
九
◯
パ
ー
セ
ン
ト
、
炭
酸
ガ
ス
濃
度
は
外
気
の
五

◯
倍
と
い
う
結
果
を
得
た
。
こ
の
調
査
時
点
で
、
虎
塚
古
墳
に
壁
画

が
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
高
松
塚
古
墳
の
壁

画
の
保
存
の
た
め
の
調
査
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
羨
道
部
を
調
査
し
、
玄
門
を
閉
塞
し
て
い
た
板
石
を
と

り
の
ぞ
く
と
、
そ
こ
に
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
壁
画
が
発
見
さ
れ
た

顚
末
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
（
図
6
）。

　
こ
の
と
き
高
松
塚
古
墳
の
壁
画
の
た
め
に
得
た
デ
ー
タ
が
、
結
果

的
に
は
虎
塚
古
墳
の
壁
画
の
保
存
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
と
な
る
。

虎
塚
古
墳
は
当
時
、
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
は
じ
め
て
の
装
飾
古

墳
で
あ
る
と
と
も
に
、
未
開
口
の
石
室
内
の
環
境
デ
ー
タ
を
明
ら
か

に
し
た
は
じ
め
て
の
古
墳
で
も
あ
る
の
だ
。

　
で
は
、
発
掘
調
査
で
わ
か
っ
た
虎
塚
古
墳
の
概
要
を
整
理
し
て
み

よ
う
。

墳
丘

　
虎
塚
古
墳
は
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
前
方
部
は
北
西
を
向
い
て
い
る
。
先
ほ
ど
も
触
れ
た
よ
う
に
、
主
軸
全

長
は
五
六
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
周
溝
底
面
か
ら
後
円
部
で
七
・
五
メ
ー
ト
ル
（
図
7
）。

図7 ●虎塚古墳の実測図
墳丘全長56.5 mの前方後円墳で、後円部径32.5 m、前方部前端
幅38.5 m、後円部高さ7.5 m、前方部高さ7.2 m、周溝を含めた全
長63.5 m。石室西側には集石遺構がある。

図6 ● 1400年ぶりに開けられた石室の内部
床面中央に遺骸があるが、骨の残りがわるく、
粉状になっていた。
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室
側
壁
上
部
を
Ｌ
字
状
に
切
り
込
ん
で
架
け
わ
た
す
構
造
で
、
こ
の
構
造
は
栃
木
県
地
域
か
ら
の
影
響
を
受
け

た
可
能
性
が
あ
る
。

　
石
室
の
閉
塞
に
は
、
一
枚
の
凝
灰
岩
の
板
石
と
礫
を
用
い
て
い
た
。
板
石
は
高
さ
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
、
幅

が
上
で
◯
・
九
メ
ー
ト

ル
、
下
で
幅
一
・
二
メ

ー
ト
ル
の
台
形
状
を
し

て
い
て
、
厚
さ
は
約
二

◯
セ
ン
チ
。
柱
石
と
楣

石
に
枘ほ

ぞ

を
切
っ
て
は
め

こ
ん
で
あ
る
。
板
石
が

安
定
す
る
工
夫
で
あ
る
。

閉
塞
に
積
み
上
げ
ら
れ

て
い
た
礫
は
、
中
段
か

ら
下
段
は
三
◯
〜
六
◯

セ
ン
チ
ほ
ど
の
大
形
の

も
の
で
、
上
段
は
一
◯

〜
三
◯
セ
ン
チ
ほ
ど
の

小
形
の
も
の
で
あ
っ
た
。

げ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
石
室
石
材
は
凝
灰
岩
。

こ
の
凝
灰
岩
は
虎
塚
古
墳
の
あ
る
台
地
を
構
成
し

て
い
る
層
の
一
つ
で
あ
る
。

　
石
室
の
構
造
は
両
袖
玄
門
付
の
横
穴
式
石
室

（
図
9
）。
奥
壁
か
ら
墓
道
入
口
ま
で
約
九
・
五
メ

ー
ト
ル
あ
る
。

　
外
側
か
ら
順
に
み
て
い
く
と
、
ま
ず
墓
道
は
、

後
円
部
墳
裾
の
テ
ラ
ス
状
の
平
坦
面
に
続
い
て
、

長
さ
約
四
・
二
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
◯
・
八
五
メ
ー

ト
ル
あ
り
、
羨
道
部
に
接
続
し
て
い
る
。
墓
道
の

敷
石
は
、
墓
道
先
端
か
ら
中
ほ
ど
ま
で
は
な
い
が
、

そ
の
後
は
羨
道
ま
で
隙
間
な
く
敷
か
れ
て
い
る
。

石
材
は
石
室
石
材
と
同
じ
凝
灰
岩
で
あ
る
。

　
墓
道
に
続
く
羨
道
部
は
、
長
さ
約
一
・
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
・
二
メ
ー
ト
ル
。
東
壁
・
西
壁
と
も
に
三
段
に

中
小
の
切
石
が
積
ま
れ
て
い
る
。
天
井
石
は
一
枚
の
み
で
、
長
さ
が
約
一
メ
ー
ト
ル
と
羨
道
部
を
完
全
に
は
お

お
っ
て
い
な
い
。
床
面
に
は
敷
石
が
あ
る
が
、
墓
道
の
敷
石
と
は
異
な
り
比
較
的
大
き
く
、
面
も
整
っ
て
い
る
。

　
羨
道
部
と
玄
室
を
区
分
す
る
玄
門
部
は
、
玄
室
東
西
の
側
壁
よ
り
突
出
し
た
柱
石
と
、
そ
の
柱
石
の
あ
い
だ

の
上
に
架
構
さ
れ
た
楣

ま
ぐ
さ

石い
し

、
そ
し
て
柱
石
の
あ
い
だ
の
下
に
置
か
れ
た
梱

し
き
み

石い
し

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
楣
石
は
玄

図9 ●石室の構造
両袖玄門付の横穴式石室である。墓道の長さ約4.2 m、
幅約0.85 m。羨道部の長さ約1.3 m、幅約1.2 m。石室の
長さ約3 m、最大幅約1.5 m、最大高約1.5 m。

図8 ●石室の位置
後円部にあり、南側に開口している。地山を掘り
下げて構築している。石室奥壁の位置は後円部の
中心ではなく、南側に寄っている。
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◯
セ
ン
チ
あ
る
。
東
側
は
樹
木
の
根
に
よ
る
攪
乱
を
う
け
、
原
形
を
ほ
と
ん
ど
と
ど
め
て
い
な
い
。
礫
の
下
に

は
、
二
◯
セ
ン
チ
ほ
ど
の
土
が
堆
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
礫
群
を
配
置
し
た
の
は
石
室
を
構
築
し
た
と
き
で

は
な
く
、
古
墳
の
完
成
後
、
墳
丘
に
あ
る
程
度
の
土
が
自
然
に
堆
積
し
た
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
石
室
西
側
の
墳
丘
く
び
れ
部
で
は
、
集
石
遺
構
が
み
つ
か
っ
て
い
る
（
図
7
参
照
）。
南
北
約
七
メ
ー
ト
ル
、

東
西
約
七
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
推
定
で
は
、
こ
の
集
石
遺
構
は
石
室
近
く
ま
で
広
が
っ
て

い
る
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
墳
丘
築
造
以
前
の
旧
地
表
面
に
構
築
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

　
集
石
遺
構
の
石
は
す
べ
て
凝
灰
岩
で
、
風
化
が
著
し
く
地
点
に
よ
っ
て
は
粉
状
と
な
っ
て
い
る
。
集
石
か
ら

は
ガ
ラ
ス
小
玉
の
半
欠
が
一
点
出
土
し
た
の
み
で
あ
る
。
集
石
遺
構
の
直
上
に
は
、
土
師
器
と
灰
・
焼
土
・
木

炭
を
含
む
黒
褐
色
土
が
堆
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
遺
構
が
石
室
構
築
と
か
か
わ
り
の
あ
る
一
種
の
作
業

場
と
す
る
見
方
と
、
石
室
構
築
に
際
し
て
の
地
鎮
祭
的
な
性
格
の
古
墳
祭
祀
の
場
所
で
は
な
い
か
と
い
う
二
つ

の
見
方
が
あ
る
。

　
私
は
、
以
下
に
記
す
古
墳
研
究
者
の
小
森
哲
也
氏
の
指
摘
す
る
例
か
ら
、
集
石
遺
構
を
石
室
構
築
時
の
儀
礼

の
場
と
考
え
る
。
一
つ
は
、
出
雲
の
古
墳
や
熊
本
県
氷ひ

川か
わ

町
の
岩い

わ

立た
て

Ｃ
号
墳
で
は
、
石
室
が
み
え
て
い
る
段
階

で
葬
送
儀
礼
を
お
こ
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
例
が
あ
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
栃
木
県
下し

も

野つ
け

市
の
山さ

ん

王の
う

塚づ
か

古
墳
で
、

墳
丘
盛
土
前
に
凝
灰
岩
の
粉
を
旧
地
表
面
の
全
面
に
敷
き
詰
め
る
例
が
あ
り
、
こ
れ
を
墳
丘
基
盤
上
の
儀
礼
で

は
な
い
か
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
前
庭
部
の
礫
群
は
虎
塚
古
墳
で
の
追
葬
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
遺
構
で
、
集
石
遺
構
は

石
室
構
築
時
の
儀
礼
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
遺
構
と
い
え
る
。

　
玄
室
は
一
枚
の
奥
壁
と
二
枚
の
板
石
か
ら
な
る
西
壁
お
よ
び
一
枚
の
板

石
か
ら
な
る
東
壁
、
そ
れ
を
お
お
う
三
枚
の
天
井
石
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

床
面
に
は
七
枚
の
切
石
が
敷
か
れ
て
い
る
。
規
模
は
、
長
さ
約
三
メ
ー
ト

ル
、
最
大
幅
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
最
大
高
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

　
側
壁
は
奥
壁
を
は
さ
ん
で
い
る
た
め
、
垂
直
で
は
な
く
、
奥
壁
の
形
状

に
合
わ
せ
て
玄
室
内
側
に
傾
け
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
石
室
は
「
切
石
台

形
組
石
室
」
と
よ
ば
れ
、
常
陸
中
央
部
か
ら
北
部
の
横
穴
式
石
室
に
特
徴

的
に
み
る
こ
と
の
で
き
る
構
造
で
あ
る
。
当
石
室
で
も
っ
と
も
大
き
な
石

材
は
東
壁
の
一
枚
石
で
、
長
さ
は
最
大
約
二
・
八
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

前
庭
部
礫
群
と
集
石
遺
構

　
さ
て
、
墳
丘
の
外
側
に
ま
た
戻
る
と
、
墓
道
の
入
口
付
近
か
ら
幅
一
メ

ー
ト
ル
ば
か
り
の
一
段
の
テ
ラ
ス
状
遺
構
を
経
て
周
溝
へ
落
ち
る
緩
傾
斜

面
を
前
庭
部
と
よ
ん
で
い
る
。

　
こ
の
緩
傾
斜
面
に
東
西
二
群
の
礫
群
が
み
つ
か
っ
て
い
る
（
図
10
）。
石
室
墓
道
の
東
西
対
称
に
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
意
識
的
に
置
か
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
材
は
石
室
や
閉
塞
石
と
同
じ
凝

灰
岩
で
あ
る
。

　
礫
群
の
範
囲
は
、
西
側
が
七
◯
〜
一
二
◯
セ
ン
チ
の
楕
円
形
で
、
一
部
礫
が
重
な
っ
て
お
り
、
厚
さ
は
約
三

図10 ●前庭部
写真中央に石室に続く墓道がのび、閉塞のための石が
積まれている。墓道先端部の両側に礫群が存在する。
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製
の
や
や
太
め
の
責
金
具
が
あ
り
、
そ
の
あ
い
だ
は
木
質
の
上
に
紐
が
巻
き

つ
け
て
あ
る
。
さ
ら
に
、
把
部
全
体
に
黒
漆
が
塗
ら
れ
て
い
た
痕
跡
が
確
認

で
き
る
。
鞘
部
は
、
銀
製
の
鞘
口
金
具
と
二
つ
の
吊
金
具
が
装
着
さ
れ
て
お

り
、
把
部
と
同
様
に
木
質
の
上
に
は
黒
漆
と
思
わ
れ
る
も
の
が
付
着
し
て
い

る
。
遊
離
し
て
い
る
鞘
尻
金
具
は
、
銀
製
の
責
金
具
の
う
え
に
鉄
製
の
鞘
尻

金
具
を
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
察
か
ら
、
こ
の
大
刀
は
、
全
体
に
黒
漆
が
塗
ら
れ
、
金
具

が
銀
色
に
輝
く
豪
華
な
大
刀
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

石
室
外
か
ら
出
土
し
た
遺
物

　
石
室
外
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
鉄て

つ

鉾ほ
こ

一
点
、
小
型
の
環
を
連
れ
た
鉄
製

環
二
点
、
両
頭
金
具
二
点
、
鉄
釘
一
点
、
鉄て

つ

鏃ぞ
く

三
七
片
、
不
明
鉄
製
品
一
点

で
、
石
室
内
の
副
葬
品
よ
り
数
が
豊
富
で
、
墳
丘
規
模
相
応
の
内
容
で
あ
る
。

　
鉄
鉾
は
推
定
全
長
一
八
セ
ン
チ
。
身
の
三
分
の
一
ほ
ど
か
ら
は
袋
に
作
ら

れ
柄
が
挿
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
木
質
の
一
部
が
残
存
し
て
い
る
。

両
頭
金
具
は
弓
に
付
け
る
金
具
。

　
鉄
鏃
の
鏃
身
部
の
形
態
は
、
長
三
角
形
と
腸わ

た

抉ぐ
り

の
あ
る
長
三
角
形
、
腸
抉

類
五
角
形
、
片
刃
、
雁か

り

股ま
た

が
あ
る
（
図
13
）。
こ
の
な
か
で
雁
股
鏃
は
常
陸

３　

少
な
い
石
室
内
の
出
土
遺
物

石
室
内
か
ら
出
土
し
た
遺
物

　
遺
物
は
石
室
内
外
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
石
室
内
の
数
は
少
な
い

（
図
11
）。

　
石
室
内
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
一
体
の
成
人
男
性
の
人
骨
と
、
大た

刀ち

一
口
、
刀と

う

子す

一
口
、
毛
抜
形
鉄
器
一
点
、
鉄
鏃
一
点
、
槍や

り

鉋が
ん
な

一
点
、

透
か
し
の
あ
る
鉄
片
一
点
（
図
12
）。
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
は
種
類
・

量
と
も
に
貧
相
と
い
え
る
。

　
た
だ
し
大
刀
は
、
外
装
の
残
存

状
況
が
き
わ
め
て
良
好
な
も
の
だ
。

遺
骸
の
胸
部
か
ら
腹
部
に
か
け
て

置
か
れ
て
い
た
。
把つ

か
が
し
ら
ぶ

頭
部
の
一
部

が
欠
失
し
鞘さ

や

尻じ
り

金か
な

具ぐ

が
遊
離
し
て

い
る
が
推
定
長
は
三
八
セ
ン
チ
。

　
把
頭
部
に
は
銀
製
の
紐
通
し
環

が
み
ら
れ
る
。
把
部
は
、
把
頭
側

に
銅
製
の
責せ

め

金か
な

具ぐ

、
鞘
口
側
に
銀

図11 ●石室内に残る遺骸と副葬品の配置
人骨はほとんどが粉状になっていた。背骨と両足の骨がかすかにみえる。
遺物は少ない。大刀は遺骸の胸部から腹部にかけて置かれていた。

図12 ●石室内から出土した遺物
上段は大刀（長さ38 cm）、中段は刀子、下段は右から
槍鉋、毛抜形鉄器、鉄鏃、透かしのある鉄片。

把頭

責金具

責金具鞘口金具
鞘尻金具
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４　

地
域
か
ら
み
た
虎
塚
古
墳

虎
塚
古
墳
群
第
四
号
墳
と
第
五
号
墳

　
近
年
、
虎
塚
古
墳
周
辺
で
多
く
の
調
査
を
実
施
し
、
虎
塚
古
墳
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
成
果
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
墳
形
や
石
室
を
対
象
と
し
た
研
究
も
進
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
最
新
の
調
査
や
研
究
を
も
と

に
、
地
域
か
ら
虎
塚
古
墳
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。

　
虎
塚
古
墳
群
第
四
号
墳
（
虎
塚
四
号
墳
）
は
、
虎
塚
古
墳
か
ら
北
へ
約

四
◯
◯
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
あ
る
。
墳
丘
は
昭
和
初
期
の
土
取
に
よ
っ
て

失
わ
れ
、
現
在
は
巨
石
の
石
室
が
む
き
だ
し
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
茨
城
の
石
舞
台
古
墳
」
と
よ
ぶ
人
も
い
る
（
図
14
）。

　
一
九
八
七
年
の
調
査
に
よ
り
周
溝
が
確
認
さ
れ
、
方
墳
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

　
埋
葬
施
設
は
、
凝
灰
岩
の
切
石
を
用
い
た
半
地
下
式
の
単
室
構
造
の
横

穴
式
石
室
で
あ
る
。
石
室
が
む
き
だ
し
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
石
室
を
外

側
か
ら
み
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
内
側
は
天
井
石
が
羨
道
部
側
に
ズ
レ
落

ち
て
入
口
を
塞
ぎ
、
土
が
堆
積
し
て
い
る
た
め
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　
過
去
の
調
査
か
ら
、
石
室
の
奥
壁
・
左
右
側
壁
・
天
井
石
・
床
石
そ
れ

で
出
土
例
が
少
な
く
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
鉄
鏃
は
、
七
世
紀
前
葉
ご
ろ

の
時
期
の
も
の
と
比
定
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
石
室
外
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
当
初
石
室
内
に
あ
っ
た
可
能
性

が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
両
頭
金
具
か
ら
は
石
室
内
に
弓
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

木
質
の
残
る
鉄
釘
か
ら
は
木
棺
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　
ま
た
こ
れ
ら
の
鉄
製
品
の
ほ
か
に
、
墓
道
と
墓
道
西
側
の
集
石
遺
構
か
ら

土は

師じ

器き

が
、
前
方
部
墳
頂
か
ら
斜
面
部
で
は
須
恵
器
の
大
甕
と
平
瓶
の
破
片

が
出
土
し
て
い
る
。

　
以
上
の
出
土
し
た
遺
物
か
ら
、
虎
塚
古
墳
は
七
世
紀
初
頭
に
築
造
と
初
葬

が
お
こ
な
わ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
し
て
追
葬
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
が
、
石
室
内
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
時
期
は
七
世
紀
前
半
と
し
か

推
定
で
き
ず
、
追
葬
時
期
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
追
葬
が
お
こ
な
わ
れ
た
際
に
死
者
を
納
め
た
棺
ご
と
副
葬
品
が
石
室
外
へ

持
ち
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
通
常
の
追
葬
で
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
だ
と
元
国

士
舘
大
学
の
井
博
幸
氏
は
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
状
況
か
ら
先
葬
者
と
追
葬
者
の
あ
い
だ
に
血
縁
的
・
系

譜
的
関
係
は
な
い
と
み
な
し
、
追
葬
者
に
よ
っ
て
墓
は
乗
っ
取
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
推
断
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
指
摘
は
、
石
室
内
に
文
様
が
描
か
れ
た
の
が
石
室
構
築
時
な
の
か
追
葬
時
な
の
か
と
い
う
疑
問
と

深
く
関
係
し
て
お
り
、
虎
塚
古
墳
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

図14 ●虎塚4号墳の石室
周溝外周で約31mの方墳。石室の規模は内側で
奥行き2.2 m、幅1.9 m、高さは推定で1.5 m。

図13 ●石室外から出土した鉄鏃
出土した鉄鏃は5つに分類できる。雁股鏃は1点のみ。
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